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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和2年2月13日(2020.2.13)

【公開番号】特開2018-124188(P2018-124188A)
【公開日】平成30年8月9日(2018.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2018-030
【出願番号】特願2017-17156(P2017-17156)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   21/17     ６３０　
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】令和1年12月24日(2019.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＣＴ光源から出射される光を測定光と参照光に分割し、被検物からの前記測定光の反
射光と、前記参照光とが合成されたスペクトル干渉信号を検出するＯＣＴ光学系と、
　前記ＯＣＴ光学系から出力されるスペクトル干渉信号を処理してＯＣＴデータを取得可
能なＯＣＴ装置であって、
　第１のＦＰＮを発生させる第１の光学部材と、前記第１のＦＰＮよりもゼロディレイ位
置から離れた位置に第２のＦＰＮを発生させる第２の光学部材と、を少なくとも備え、少
なくとも２つのＦＰＮ信号を生成するためのＦＰＮ生成光学系と、
　前記第１のＦＰＮと前記第２のＦＰＮとを検出可能な検出手段を有し、前記検出手段に
よって検出された前記第１のＦＰＮと前記第２のＦＰＮを処理し、前記第１のＦＰＮに基
づく各波数成分のマッピング情報と前記第２のＦＰＮに基づく各波数成分のマッピング情
報との間の差分情報に基づいて、各波数成分のマッピング状態を補正するための補正情報
を得る補正情報取得手段と、を備え、前記補正情報を用いてＯＣＴ画像を得ることを特徴
とするＯＣＴ装置。
【請求項２】
　前記ＦＰＮ生成光学系は、光路分割部材を備え、
　前記第１の光学部材は、前記光路分割部材によって分割された第１の光路に配置され、
　前記第２の光学部材は、前記光路分割部材によって分割された第２の光路に配置されて
いることを特徴とする請求項１のＯＣＴ装置。
【請求項３】
　前記第１の光路と前記第２の光路は、互いに異なる光路長を持つと共に、前記第１の光
路の分散量と、前記第２の光路の分散量とが等しいことを特徴とする請求項２のＯＣＴ装
置。
【請求項４】
　前記検出手段は、前記第１のＦＰＮと前記第２のＦＰＮの両方を同時に検出可能である
ことを特徴とする請求項１～３のいずれかのＯＣＴ装置。
【請求項５】
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　前記ＦＰＮ生成光学系は、
　第１のＦＰＮに対する光学的距離によって導かれる第２のＦＰＮの感度減衰カーブより
も、第２のＦＰＮの信号強度が相対的に上回るように設定されていることを特徴とする請
求項１～４のいずれかのＯＣＴ装置。
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